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１．一般事項 

別紙－１「一般事項」のとおり。 

 

２．契約の保証について 

別紙－２「契約の保証について」のとおり。 

 

３．特定建設資材廃棄物の分別解体等及び再資源化等について 

（１）本工事は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成 12 年５月 31 日法

律第 104 号、以下「建設リサイクル法」という。）に基づき、特定建設資材廃棄物の分別

解体等及び再資源化等の実施が義務付けられた工事であるため、工事の落札者は、建設

リサイクル法第 12 条に基づく説明書（農林水産省農村振興局制定「土木工事共通仕様

書」（以下「共通仕様書」という。）工事関係書類様式（様式 12－１及び様式 12－１別表

１～３のうち該当様式））を落札決定後直ちに発注者に提出し、その内容の説明を行わな

ければならない。 

（２）また、建設リサイクル法第 13 条に基づき、請負契約の当事者が、①分別解体等の方法、

②解体に要する費用、③再資源化等をする施設の名称及び所在地、④再資源化等に要す

る費用を工事請負契約書に記載し、署名又は記名押印して相互に交付しなければならな

いため、共通仕様書工事関係書類様式（様式 13－１及び 13－２－①～③のうち該当する

様式）を（１）の説明書と同時に提出し、その内容の説明を行わなければならない。 

（３）なお、工事請負契約書に記載する内容は、契約締結時に発注者と受注者の間で確認さ

れるものであるため、発注者が示す施工方法との別の方法が記載された場合でも変更の

対象とはしないものとする。 

ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によるものでない場合は、発注者と協議

するものとする。 

 

４．工事書類の簡素化について 

農林水産省農村振興局が所管する直轄土地改良事業等の請負工事における受注者の業務

及び発注者の監督・検査の合理化を目的に「提出書類の見直し」、「様式の統一」などを行

い、工事書類の簡素化を図るため、土木工事等共通仕様書などの基準等が平成 26 年３月 2

8 日に改正された。 

これに合わせ、平成 26年４月より農林水産省ホームページに提出書類様式を編集可能な

形式（Word、Excel）で掲載、ダウンロードを可能とすることで、受注者の利便性の向上を

図っている。 

なお、上記の土木工事等共通仕様書などの改正内容、提出書類書式及び「工事書類の簡

素化」についての概要は、農林水産省ホームページ https://www.maff.go.jp/j/nousin/se

ko/kyotu_siyosyo/index.html に掲載されているので確認されたい。 

 

５．被災地域における被災農林漁家等の就労機会の確保について 

（１）受注者は、工事の施工に当たっては、効率的な施工に配意しつつ、地震又は台風等被

災地域における被災農林漁家等の就労希望者を優先的に雇用するよう努めるものとする。

なお、被災農林漁家等の雇用においては、賃金等の支払いが適正かつ遅滞なく行われる

よう配慮すること。 

（２）被災地域における被災農林漁家等の雇用実績等を把握するために、以下の内容で調査

を行うので、受注者は協力すること。 

１）工事着手時点における雇用見込人数 

２）月毎の雇用実績人数 

 

６．工期又は請負代金の額に影響を及ぼす事象に関する情報の通知について 

落札者（随意契約の場合にあっては、契約の相手方）は、建設業法（昭和 24 年法律第 1



 

00 号）第 20 条の２第２項の規定に基づき、工期又は請負代金の額に影響を及ぼす事象が発

生するおそれがあると認めるときは、落札決定（随意契約の場合にあっては、契約の相手

方の決定）から請負契約を締結するまでに、契約担当官等に対して、その旨を当該事象の

状況の把握のため必要な情報と併せて別記様式により通知するものとする。 

 

７．仕様書等の補足事項について 

（１）積算工種区分等について 

本工事の予定価格積算における工種区分等については、「土地改良事業等請負工事積算

基準」（農林水産省農村振興局制定）に基づき、次のとおりとしている。 

１）工種区分：管更生工事 

２）施工地域区分：補正なし 

３）冬期補正（歩掛）：なし 

４）冬期補正（現場管理費）：0.70％ 

５）豪雪補正：10％ 

６）週休２日補正：４週８休以上（月単位） 

７）熱中症対策補正(現場管理費)：0.00% 

８）現場環境改善費の計上：計上している 

９）３次元出来形管理補正（現場管理費）：補正なし 

10）３次元出来形管理補正（共通仮設費）：補正なし 

11）単価期：令和８年３月期単価 

 

（２）冬期補正（現場管理費）について 

現場作業を令和８年９月７日～令和９年３月 26 日（201 日間）で想定しており、この

うち冬期補正の対象期間として令和８年 12 月１日～令和９年３月 26 日（116 日間）で計

上している。 

 

（３）架空線の防護措置に係る費用について 

架空線の防護措置における防護管設置に係る費用は計上していないが、契約後、架空

線管理者との協議により必要となった場合は、監督職員と協議し、契約変更の対象とす

る。 

 

（４）設計材料単価について 

本工事で用いる資材等のうち、東北農政局ホームページで公表されている資材及び定

期発行物に記載されている資材以外の資材であって、見積徴取した資材、随時調査した

資材の単価等については、競争参加資格確認通知の際に入札契約書ダウンロードシステ

ムで配布することとしている。 

 

（５）施工歩掛について 

令和７年度土地改良工事積算基準（農林水産省農村振興局制定）に記載のない歩掛に

ついては、別紙－３「施工歩掛」のとおり考えている。なお、施工に当たっては現場実態

調査を行うものとし、別紙－３に記載している歩掛と調査結果に著しい相違が生じた場

合は監督職員と協議するものとする。 

 

（６）建設発生土受入地、建設資材廃棄物等の処理場までの運搬距離について 

本工事において、以下のとおり考えている。 



 

区分 
運搬距離 

（片道） 
備考 

建設発生土 建設発生土 L=1.1km 現場～受入先 

建設資材廃棄物等 有筋コンクリート塊 L=4.7km 現場～処理施設 

建設資材廃棄物等 
廃プラスチック類 

（土木シート） 
L=3.6km 現場～処理施設 

 

（７）仮設材（敷鉄板等）の供用日数、輸送距離等について 

本工事において、以下のとおり考えている。 

なお、仮設材の輸送費については、片道（復路）分に冬期割増率 0.2 を計上している。 

区分 使用場所 供用日数 使用回数 
輸送距離

（片道） 
備考 

敷鉄板 現場進入路 169 日 １回 L=116km 現場～調達地域 

敷鉄板 工事用進入路 135 日 １回 L=116km 現場～調達地域 

 

（８）水替工・排水ポンプの運転日数等について 

本工事において、以下のとおり考えている。 

使用場所 排水区分 運転日数/日 箇所数 備考 

６号減圧スタンド 作業時排水 １日 １箇所 
サイホン管内滞留水

の排水 

立坑内 常時排水 120 日 １箇所  

 

（９）交通誘導警備員の配置について 

本工事において、交通誘導警備員は、令和８年 10 月１日～令和９年３月 10 日の間延

べ 107 人を考えている。 

 

（10）除雪工について 

本工事において、除雪対象数量は 6,169ｍ3 を考えている。 

 

（11）工事用地について 

１）借地契約について 

発注者が行う用地借地契約については、工事着手時までに終える予定である。 

２）工事用地に係る土木シートについて 

本工事に使用する土木用シート（透水性）は全損とし、規格は以下のとおり考えてい

る。 

名称 材質 引張強度 

土木シート ポリプロピレン(P.P)系織布 980N/5cm 

 

















 
 



 

別紙－３ 

 

施工歩掛について 

令和７年度土地改良工事積算基準（農林水産省農村振興局制定）に記載のない歩掛につ

いては、下表のとおり考えている。なお、施工に当たっては現場実態調査を行うものとし、

下表の施工歩掛と調査結果に著しい相違が生じた場合は監督職員と協議するものとする。 

 

１ 既設管内清掃工      算出数量:19m 当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 1.0  

特殊作業員  人 1.0  

普通作業員  人 7.0  

諸雑費  ％ 13.0  

高圧洗浄機[工事用･ﾓｰﾀ駆

動] 

吐出量 30.1L/min 

圧力 4.9MPa 

供用

日 
1.0  

発動発電機[ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ

駆動(超低騒音型)] 

定格容量

4.5/5kVA(50/60Hz) 
日 1.0  

散水車[ﾄﾗｯｸ架装型] ﾀﾝｸ容量 3800L 日 1.0  

ﾄﾗｯｸ[ｸﾚｰﾝ装置付] 
ﾍﾞｰｽﾄﾗｯｸ 4～4.5t 積

2.9t 吊  
時間 5.3  

 

２ 換気設備設置撤去          算出数量:１箇所当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 1.0  

普通作業員  人 4.0  

溶接工  人 1.0  

電工  人 1.0  

諸経費  ％ 10.0 
労務費の合計額に

対する割合 

軸流ﾌｧﾝ[軸流式･定風量

型] 

風量 

120/144(50/60Hz) 

m3/min 

風圧 0.4/0.6kPa 

日 45  

発動発電機[ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ

駆動(超低騒音型)] 

定格容量 

4.5/5kVA(50/60Hz) 
日 45  

 

３ 既設管切断工 PCφ1800        算出数量:１箇所当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 1.0  

特殊作業員  人 3.0  

ワイヤーソーイング切断

機 
 日 1.0  



 

名称 規格 単位 数量 備考 

諸経費  ％ 25.0 

労務費・機械経費

の合計額に対する

割合 

ダイヤモンドワイヤー消

耗費 
 ｍ 1.5  

 

４ 鋼管挿入架台設置工          算出数量:１箇所当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 2.0  

特殊作業員  人 4.0  

普通作業員  人 8.0  

諸経費  ％ 10.0 
労務費の合計額に

対する割合 

溶接工  人 1.5  

電工  人 1.5  

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ

型・~低騒･排対型(~2014)] 
吊上能力 16t 吊 日 2.0  

松矢板 2.0*3～4.5*12 上 m3 0.36  

正角材 3.0*9*9 m3 0.36  

 

５ 鋼管引込工（φ1416mm 直管）      算出数量:20m 当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 1.0  

特殊作業員  人 4.0  

配管工  人 3.0  

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ

型・~低騒･排対型(~2014)] 
吊上能力 25t 吊 日 1.0  

バッテリー車  日 1.0  

諸経費  ％ 10.0 
バッテリー車に係

る諸経費 

 

６ 鋼管引込工（φ1416mm 短管）      算出数量:15m 当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 1.0  

特殊作業員  人 4.0  

配管工  人 3.0  

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ

型・~低騒･排対型(~2014)] 
吊上能力 25t 吊 日 1.0  

バッテリー車  日 1.0  



 

名称 規格 単位 数量 備考 

諸経費  ％ 10.0 
バッテリー車に係

る諸経費 

 

７ 鋼管据付工（φ1416mm 直管）      算出数量:11m 当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 0.5  

特殊作業員  人 4.0  

溶接工  人 3.0  

普通作業員  人 2.0  

ﾁ ｪ ｰ ﾝ ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ ( 橋梁架設

用)[手動式] 

定格荷重 3.0t 

揚程 3m 

供用

日 
1.0  

ﾁｪｰﾝﾚﾊﾞｰﾎｲｽﾄ[ﾚﾊﾞｰﾌﾞﾛｯｸ] 
能力 31kN(3.2t) 

移動量 1.5m 

供用

日 
1.0  

電気溶接機[交流ｱｰｸ式(手

動･電撃防止器内蔵型)] 

定格電流 300A 

電力料 18.2kWh 
日 1.0  

溶接棒 D4301 kg 5.0  

間隙保持材  箇所 2.8  

 

８ 鋼管据付工（φ1416mm 短管）      算出数量:８m 当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 0.5  

特殊作業員  人 4.0  

溶接工  人 3.0  

普通作業員  人 2.0  

ﾁ ｪ ｰ ﾝ ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ ( 橋梁架設

用)[手動式] 

定格荷重 3.0t 

揚程 3m 

供用

日 
1.0  

ﾁｪｰﾝﾚﾊﾞｰﾎｲｽﾄ[ﾚﾊﾞｰﾌﾞﾛｯｸ] 
能力 31kN(3.2t) 

移動量 1.5m 

供用

日 
1.0  

電気溶接機[交流ｱｰｸ式(手

動･電撃防止器内蔵型)] 

定格電流 300A 

電力料 18.2kWh 
日 1.0  

溶接棒 D4301 kg 5.0  

間隙保持材  箇所 4.0  

 

９ 片落管組立据付工（φ1800×φ1416×8.0×300）算出数量:１箇所当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 0.5  

特殊作業員  人 4.0  

溶接工  人 3.0  

ﾁ ｪ ｰ ﾝ ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ ( 橋梁架設 定格荷重 3.0t 供用 1.0  



 

名称 規格 単位 数量 備考 

用)[手動式] 揚程 3m 日 

ﾁｪｰﾝﾚﾊﾞｰﾎｲｽﾄ[ﾚﾊﾞｰﾌﾞﾛｯｸ] 
能力 31kN(3.2t) 

移動量 1.5m 

供用

日 
1.0  

電気溶接機[交流ｱｰｸ式(手

動･電撃防止器内蔵型)] 

定格電流 300A 

電力料 18.2kWh 
日 1.0  

溶接棒 D4301 kg 5.0  

 

10 溶接工（周方向）（φ1416×8.0t）算出数量:１箇所当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 0.77  

特殊作業員  人 2.77  

溶接工  人 1.85  

諸雑費  ％ 10.0 
労務費の合計額に

対する割合 

 

11 溶接工（周方向）（φ1800×8.0t）算出数量:１箇所当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 0.74  

特殊作業員  人 2.96  

溶接工  人 2.22  

諸雑費  ％ 11.0 
労務費の合計額に

対する割合 

 

12 溶接工（片落管軸方向）（φ1800×8.0t）算出数量:１ｍ当たり 

名称 規格 単位 金額 備考 

土木一般世話役  人 0.12  

特殊作業員  人 0.47  

溶接工  人 0.35  

諸雑費  ％ 11.0 
労務費の合計額に

対する割合 

 

13 グラウト設備工        算出数量:１回当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 2.0  

特殊作業員  人 6.0  

普通作業員  人 6.0  

諸経費  ％ 10.0 
労務費の合計額に

対する割合 

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ 4t 車 日 2.0  



 

[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型] 吊上能力 2.9t 吊 

 

14 グラウト止設置工φ1800～φ1400    算出数量:１箇所当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 1.0  

特殊作業員  人 3.0  

普通作業員  人 3.0  

左官  人 3.0  

諸経費  ％ 10.0 
労務費の合計額に

対する割合 

急結モルタル  m3 0.15  

高発泡ポリエチレン  m2 1.00  

 

15 グラウト打設工             算出数量:６m3 当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 1.0  

特殊作業員  人 2.0  

普通作業員  人 2.0  

諸雑費  ％ 10.0 
労務費の合計額に

対する割合 

普通ポルトランドセメン

ト 
353kg/m3×6m3 t 2.12  

起包材 1.03Ｌ/m3×6m3 kg 6.18  

水 0.288t/m3×6m3 ｔ 1.73  

ｸﾞﾗｳﾄﾎﾟﾝﾌﾟ[二筒複動ﾋﾟｽﾄ

ﾝ式] 
吐出量 200L/min 日 1.0  

ｸﾞﾗｳﾄﾐｷｻ[並列 2槽式] 攪拌容量 200L×2 槽 日 1.0  

ｸﾞﾗｳﾄ流量･圧力測定装置

[記録式] 

流量 0～400L/min 

圧力 0～3.9Mpa, 

供用

日 
1.0  

水槽(一般工事用)[鋼板製

簡易水槽] 
容量 10m3 

供用

日 
1.0  

発動発電機[ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ

駆動･排対型(1次)]  

定格容量 

20/25kVA(50/60Hz) 
日 1.0  

汚泥吸排車[ﾄﾗｯｸ架装型] 
積載質量 3.1～3.5t 

吸入管径 75mm 
日 1.0  

高圧洗浄機 

[工事用･ﾓｰﾀ駆動] 

吐出量 30.1L/min 

圧力 4.9MPa 

供用

日 
1.0  

 

16 グラウトホール閉塞工         算出数量:10 箇所当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 1.0  



 

名称 規格 単位 数量 備考 

特殊作業員  人 1.0  

溶接工  人 1.0  

諸経費  ％ 10.0 
労務費の合計額に

対する割合 

 

17 内面塗装（液状エポキシ樹脂 0.5mm）φ1416 周方向 算出数量:１箇所当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

塗装工  人 0.18  

諸雑費  ％ 25.0 
労務費の合計額に

対する割合 

エポキシ樹脂塗料 
水道用無溶剤エキポ

シ樹脂塗料 
kg 1.7  

希釈材 
エポキシ樹脂塗料用

シンナー 水道 液状 
kg 0.09  

 

18 内面塗装（液状エポキシ樹脂 0.5mm）φ1800 周方向 算出数量:１箇所当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

塗装工  人 0.23  

諸雑費  ％ 25.0 
労務費の合計額に

対する割合 

エポキシ樹脂塗料 
水道用無溶剤エキポ

シ樹脂塗料 
kg 2.2  

希釈材 
エポキシ樹脂塗料用

シンナー 水道 液状 
kg 0.12  

 

19 鋼管据付工（立抗内）        算出数量:14.4ｍ当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 1.0  

特殊作業員  人 2.0  

普通作業員  人 2.0  

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ

型・~低騒･排対型(~2014)] 
吊上能力 4.9t 吊 日 1.0  

 

20 溶接工（周方向）（φ1416×8.0t）（立抗内） 算出数量:１箇所当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

土木一般世話役  人 0.42  

特殊作業員  人 0.63  

溶接工  人 1.05  

諸雑費  ％ 28.0 
労務費の合計額に

対する割合 

 



 

21 外面塗覆装（立抗内）        算出数量:１箇所当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

塗装工  人 0.26  

諸雑費  ％ 20.0 
労務費の合計額に

対する割合 

ジョイントコート  組 1.0  

耐衝撃シート  組 1.0  

塗装工  人 0.06  

 

22 内面塗装（液状エポキシ樹脂 0.5mm）φ1416 周方向（立抗内）算出数量:１箇所当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

塗装工  人 0.18  

諸雑費  ％ 25.0 
労務費の合計額に

対する割合 

エポキシ樹脂塗料 
水道用無溶剤エキポ

シ樹脂塗料 
kg 1.7  

希釈材 
エポキシ樹脂塗料用

シンナー 水道 液状 
kg 0.09  

 

23 浸透探傷試験（カラーチェック）   算出数量:10 箇所当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

検査主任技師 技師（Ａ） 人 1.0  

検査技師 技師（Ｂ） 人 1.0  

機械器具費等  ％ 30.0 
労務費の合計額に

対する割合 

 

24 超音波検査工             算出数量:12 箇所当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

検査主任技師 技師（Ａ） 人 1.0  

検査技師 技師（Ｂ） 人 1.0  

普通作業員  人 0.5  

機械器具費等  ％ 6.5 
労務費の合計額に

対する割合 

 

  



 

25 埋戻 構造物周辺① 

盛土・埋戻 1.0m＞B 振動ローラハンドガイド 区分Ⅰ  算出数量:100m3 当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

振動ﾛ-ﾗ[ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式] 質量 0.8～1.1ｔ 日 2.0  

ﾊﾞｯｸﾎｳ[ｸﾛｰﾗ型(超低騒音

型)･排対型(3 次)] 

標準ﾊﾞｹｯﾄ容量 山積

0.8m3(平積 0.6m3) 
日 1.0  

     

振動ﾛ-ﾗ運転 内訳     

特殊作業員  人 1.0  

振動ﾛ-ﾗ[ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式] 質量 0.8～1.1ｔ 日 1.44  

軽油  L 5.7  

 

26 埋戻① 1.0m≦B＜2.5m 及び基礎工② B≧1.0m 

盛土・埋戻し 1.0≦2.5m 振動ﾛｰﾗ締固め搭乗式 ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ型 3～4t 級 

算出数量:100m3 当たり 

名称 規格 単位 数量 備考 

振動ﾛｰﾗ[搭乗式･ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ

型･排対型(1 次･2 次)] 

振動ﾛｰﾗ締固め搭乗

式 ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ型 3～4t

級 

日 1.2  

ﾊﾞｯｸﾎｳ[ｸﾛｰﾗ型(超低騒音

型)･排対型(3 次)] 

標準ﾊﾞｹｯﾄ容量 山積

0.8m3(平積 0.6m3) 
日 1.0  

     

振動ﾛ-ﾗ運転 内訳     

特殊運転手  人 1.0  

振動ﾛｰﾗ[搭乗式･ｺﾝﾊﾞｲﾝ

ﾄﾞ型･排対型(1次･2 次)] 

振動ﾛｰﾗ締固め搭乗

式 ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ型 3～4t

級 

供用

日 
1.60  

軽油  L 17.0  

 






